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一般社団法人渋谷クリエイティブタウン 平成 29 年度事業報告 

平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日まで 

 

1.法人の状況に関する重要な事項 

当社団は、2020 年及びそれ以降の我が国の成長に向け、コンテンツ・サービスの高度化と、その発信

拠点となる渋谷地区の国際的な都市拠点としての魅力向上、活性化を図ることを目的として、平成 28

年 9 月に設立された。具体的には、渋谷地区のコンテンツやカルチャー、テクノロジーを結び付け、訪日外

国人の目的地となるような魅力的なまちづくりを進め、我が国のインバウンド新興並びに、我が国の魅力

発信に貢献することである。そのため、超高臨場感技術をはじめ、日本の最先端技術のショーケースとし

て、渋谷地区における「街のメディア化・発信拠点化」を図り、次世代のミュージック、エンターテイメントを

けん引する拠点形成を目指している。 

平成 29 年度事業では、音楽をはじめとするコンテンツ・カルチャー、テクノロジーを結びつける渋谷の街

の在り方を検討し、公共的空間の活用に向けた課題整理や実証、最新のテクノロジーを用いたイベント

企画などを行った。 

以下、平成 29 年度の事業執行状況を報告する。 

 

(1)コンテンツ・サービスの活用等にかかる渋谷地区における「街のメディア化・発信拠点化」のための環境

整備 

①公共的空間におけるストリートライブ・音楽イベント等のための環境整備 

 渋谷地区における公共的空間の活用を促進するための課題を抽出、解決すべき項目整理（騒

音・人の滞留など周辺店舗への影響、施設・行政等関係者との調整 など） 

 公共的空間活用に向けた実態把握のための実証イベントの開催 

【渋谷マークシティにおける音楽イベントの取組】 

 イベント開催目的：公共的空間活用時の周辺テナントへの影響（音の大きさ、人の滞留）

を実測し、活用時の制約条件を明らかにする。 

 実証項目：イベント期間中の音量計測、人の流れ計測、その他イベント開催を通じた課題

の抽出 

 開催イベントの概要 

✓ イベント名称：TEAM BEYOND×PARALIVE scramble!! Supported by 一般

社団法人渋谷クリエイティブタウン 

✓ イベント趣旨：東京都のパラスポーツ応援プロジェクト「TEAM BEYOND」によるイベント

【BEYOND FES 渋谷】とコラボレーションにより企画・開催。BEYOND FES の趣旨と当

団体の活動目的から「パラスポーツと共に、エンターテイメントの世界で挑戦するパラアーテ

ィストの活躍も応援すること」をコンセプトとし、それぞれの世界で活躍するパラアスリートと

パラアーティストの共演の場を創出。 

【参考：BEYOND FES 渋谷】 https://www.para-sports.tokyo/fes/ 

✓ 日  時：2017 年 11 月 9 日（木）17:45～19:00 

✓ 会  場：渋谷マークシティ 1 階イベント広場 

✓ 出演者・プログラム：※出演者は基本的にパラアスリートおよびパラアーティスト。 

17:45～MC(趣旨説明 etc.) 

https://www.para-sports.tokyo/fes/
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17:50 ～18:10 森紀之/安中幹雄トークショー(20min’) 

18:10～18:15 鈴本ちえ お笑いライブ(5min’) 

18:15～18:25 鈴本ちえインタビュー 

18:25～18:35 ラブ・エロ・ピース LIVE! 

18:35～18:40 小澤綾子 呼び込み～インタビュー 

18:40～18:55 小澤綾子 LIVE! 

(18:50～18:55 小澤綾子 with 車椅子ガールズ) 

18:55～MC(全キャストパラスポーツへの応援メッセージなど） 

✓ イベント時の様子 

  

 

 

 実証結果 

✓ 音の計測…イベント期間中に、常設と持ち歩き用の両方で騒音量を計測した。周囲は

パチンコ店からの音、雑踏もあるため、常時 60−80dB 台の騒音があるが、イベント中の

店舗側の通路・椅子の上の高さで計測の最大値は 101.2 dB 
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イベント会場のユナイテッドアローズ側での計測結果 

✓ 人の滞留状況…ステージからの定点カメラの映像。人数を頭部でカウント、イベント開催

中最大 84 名の来場があった。 

 

ステージからの計測画像 

 

②公共的空間を活用した最先端技術活用のための環境整備 

 公共空間における最先端技術を用いたエンターテイメントの実現にむけ、規制緩和にかかる検討や

関係者調整等を実施。 

（第 21 回規制改革推進会議、平成 29 年 10 月 24 日、屋外広告規制の見直しについて） 

 

(2)コンテンツ・サービスを活用した渋谷地区のブランディング、プロモーションにかかる事業等の企画・実施 

 今後、音楽・エンターテイメント超高臨場感技術をはじめ、日本の最先端技術のショーケースとして、

渋谷地区における「街のメディア化・発信拠点化」をめざし、次世代のミュージック、エンターテイメント

の街「渋谷」を創造していく。 

 平成 29 年度は、4K8K 放送のプロモーション、街への適用可能性の検証するための第 2 弾イベン

トの企画・関係主体との調整を実施。 

 

(3)渋谷地区における「街のメディア化・発信拠点化」の普及展開活動 

 (1)の検討にあわせ、今後の普及展開の方向性について議論 

 

(4)関連内外機関との連絡、調整及び協力 

 コンテンツ・サービスの高度化、渋谷地区の国際的な都市拠点としての魅力向上、活性化に係る

各種ステークホルダーとの調整、協力 
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2.事業の適正を確保するための体制の整備に関する事項 

該当事項なし 

 

３．附属明細書 

該当事項なし 
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一般社団法人渋谷クリエイティブタウン 

平成 29 年度計算書類 

第 1 貸借対照表 

貸 借 対 照 表 

平成 29 年 3 月 31 日現在 

（単位：円） 

科 目 当年度 前年度 増 減 

Ⅰ 資産の部    

1. 流動資産    

    現金預金 1,384,226 4,993,446 △3,609,220 

未収金 279,600 15,053,000 △14,773,400 

貯蔵品 461,000 461,000 - 

流動資産合計 2,124,826 20,507,446 △18,382,620 

資産合計 2,124,826 20,507,446 △18,382,620 

Ⅱ 負債の部    

1. 流動負債    

未払金 837,236 19,857,352 △19,020,116 

未払法人税等 35,000 174,600 △139,600 

預り金 42,984 55,134 △12,150 

流動負債合計 915,220 20,087,086 △19,171,866 

負債合計 915,220 20,087,086 △19,171,866 

Ⅲ 正味財産の部    

1. 指定正味財産    

   指定正味財産合計 0 0 - 

 2.一般正味財産    

   一般正味財産 1,209,606 420,360 789,246 

   （うち基本財産への充当額） 0 0 - 

一般正味財産合計 1,209,606 420,360 789,246 

正味財産合計 1,209,606 420,360 789,246 

負債及び正味財産合計 2,124,826 20,507,446 △18,382,620 
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第 2 正味財産増減計算書 

正 味 財 産 増 減 計 算 書 

平成 28 年 9 月 9 日から平成 29 年 3 月 31 日まで 

（単位：円） 

科 目 当年度 前年度 増 減 

1. 経常増減の部    

(1) 経常収益    

受取会費    

 正会員受取会費 1,800,000 1,800,000 - 

事業収益    

 実証実験受託収益 0 19,103,000 △19,103,000 

 プロモーション事業収益 0 4,102,608 △4,102,608 

経常収益計 1,800,000 25,005,608 △23,205,608 

(2) 経常費用    

事業費    

 消耗品費 0 43,400 △43,400 

 委託費 0 21,046,445 △21,046,445 

 広告宣伝費 0 2,448,112 △2,448,112 

 雑費 0 99,379 △99,379 

管理費    

 通信費 432,700 0 432,700 

 会議費 1,512 20,706 △19,194 

 支払手数料 20,879 58,406 △37,527 

 租税公課 20,200 100,200 △80,000 

 支払報酬 465,480 594,000 △128,520 

経常費用計 940,771 24,410,648 △23,469,877 

 経常利益 859,229 594,960 264,269 

2. 経常外増減の部    

(1) 経常外収益 0 0 - 

  受取利息 20 0 20 

経常外収益計 20 0 20 

(2) 経常外費用 0 0 - 

経常外費用計 0 0 - 

税引前当期純利益 859,249 594,960 264,289 

法人税、住民税及び事業税 70,003 174,600 △104,597 

   当期純利益 789,246 420,360 368,886 
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第 3 計算書類の注記表 

1.重要な会計方針に係る事項に関する注記 

①計算書類及びその附属明細書の作成基準 

一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して作成している。 

②資産の評価基準及び評価方法 

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法 

貯蔵品…原価法（貸借対照表価額は収益 性の低下による簿価切下げの方法により算定） 

③その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

(1)消費税等の会計処理 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっております。 

  


